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今
年
度
よ
り
支
部
長
を
仰
せ
つ
か

り
ま
し
た
42

年
度
卒
業
の
水
越
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

歴
代
の
大
先
輩
の
方
々
が
築
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
機
械
部
会
支
部
を
、
微

力
な
が
ら
更
に
活
殿
の
輪
を
広
げ
て

参
り
た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

 

支
部
会
員
の
構
成
は
18

年
卒
～

57

年
卒
と
幅
広
い
メ
ン
バ
ー
で
す

が
、
平
均
年
齢
73

歳
と
高
齢
化
し

て
お
り
若
い
世
代
の
方
々
の
入
会
を

希
望
し
て
お
り
ま
す
。 

定
年
延
長
が
進
み
殆
の
方
が
65

歳

ま
で
元
気
に
働
い
て
お
見
え
で
す
の

で
そ
れ
以
降
の
入
会
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。 

企
業
支
部
で
活
躍
さ
れ
た
後
に
、
空

白
の
時
間
が
生
ま
れ
ま
す
が
、
世
代

間
を
越
え
て
卒
業
生
が
集
い
、
諸
行

事
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
親
睦
、
研

鑽
を
深
め
る
こ
と
も
意
義
あ
る
こ
と

と
考
え
ま
す
。 

 

鵜
ノ
森
同
窓
会
は
設
立
90

周
年

を
一
昨
年
迎
え
、
母
校
設
立
100

周

年
に
向
け
て
の
活
動
を
進
め
て
い
か

れ
ま
す
が
、
企
業
支
部
の
方
々
と
連

携
を
と
り
母
校
、
同
窓
会
の
永
続
的

発
展
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
と
考
え
る
次
第
で
す
。 

支
部
活
動
に
対
し
ま
し
て
皆
様
の
ご

理
解
、
ご
支
援
を
切
に
お
願
い
致
し

ま
す
。 
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四
月
十
四
日
に
椿
会
館
に
て
２３

名

の
参
加
者
で
定
期
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
参
加
者
揃
っ
て
参
道
を
歩
み

椿
神
社
に
参
拝
、
神
殿
で
は
厳
か
に

御
祈
祷
を
受
け
た
後
、
直
ら
い
を
い

た
だ
き
会
館
に
戻
り
記
念
撮
影
を
し

た
後
、
十
一
時
頃
か
ら
総
会
を
開
会

い
た
し
ま
し
た
。 

来
賓
に
は
本
部
の
西
村
会
長
、
川

崎
名
誉
会
長
に
お
越
し
頂
き
ご
祝
辞

を
賜
り
ま
し
た
。 

西
村
会
長
か
ら
は
鵜
ノ
森
同
窓
会

設
立
９０

周
年
記
念
行
事
と
し
て
同
窓

会
名
簿
発
行
、
学
校
の
歴
史
が
良
く
判 

る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成
、
記
念
講
演
な
ど
の
ご 

説
明
を
頂
き
ま
し
た
。 

29

年
度
行
事
報
告
、
会
計
報
告
、 

30

年
度
行
事
計
画
な
ど
の
議
案
審
議 

の
後
に
新
役
員
の
紹
介
・
信
任
を
得
ま 

し
た
。
総
会
終
了
後
は
食
事
を
頂
き
な 

が
ら
和
や
か
に
歓
談
、
懇
親
を
深
め
ら 

れ
ま
し
た
。 

 

 
 

支
部
長 

 

水
越 

雅
司 

支
部
長
を
拝
命
し
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

３９

年
卒 

 

大
島
光
昭 

 

親
睦
行
事
の
一
環
と
し
て
今
年
は
十

月
二
十
日
に
菰
野
町
永
井
の
「
湯
の
山

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
十
名
で
あ
り
ま
し
た
が

幹
事
さ
ん
か
ら
ル
ー
ル
説
明
を
聞
い
た

後
に
五
名
一
組
で
二
組
に
分
か
れ
て
プ

レ
ー
ス
タ
ー
ト
、
８
ホ
ー
ル
を
４
ラ
ウ

ン
ド
回
り
ま
し
た
。 

天
然
芝
の
コ
ー
ス
で
す
が
、
砲
台
グ
リ

ー
ン
が
多
く
て
な
か
な
か
上
手
く
設
計

さ
れ
て
お
り
ア
プ
ロ
ー
チ
に
も
苦
戦
の

連
続
で
し
た
。
そ
ん
な
中
で
六
番
ホ
ー

ル
快
心
の
シ
ョ
ッ
ト
に
よ
り
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
が
出
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ゴ

ル
フ
歴
で
無
縁
と
思
っ
て
い
た
こ
と

が
達
成
で
き
た
こ
と
は
人
生
の
宝

物
、
非
常
に
興
奮
し
ま
し
た
。
因
み

に
こ
の
日
は
四
名
の
方
が
こ
の
喜
び

を
味
わ
え
た
こ
と
は
、
何
と
幸
せ
な

一
日
で
あ
っ
た
こ
と
か
、
有
意
義
な

親
睦
行
事
で
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

そ
の
後
、
昼
食
懇
親
会
を
鈴
鹿
ス
カ

イ
ラ
イ
ン
入
口
の
北
海
道
料
理
「
北

の
幸
」
で
ラ
ン
チ
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
ち
ら
へ
は
川
崎
先
生
、
加
藤
相
談

役
、
渡
辺
さ
ん
も
参
加
い
た
だ
き
機

械
部
会
の
諸
行
事
、
今
後
の
活
動
の

在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
を

行
い
ま
し
た
。 

帰
路
に
は
八
月
に
開
通
し
た
「
湯
の

山
か
も
し
か
大
橋
」
を
走
り
四
日
市

市
街
を
望
み
な
が
ら
「
ア
ク
ア
イ
グ

ニ
ス
天
然
温
泉
」
で
一
日
の
疲
れ
を

癒
し
ま
し
た
。
旧
片
岡
温
泉
の
イ
メ

ー
ジ
を
一
新
し
て
立
派
な
施
設
に
さ

れ
て
か
ら
初
め
て
の
利
用
で
あ
り
大

変
満
足
し
た
良
い
湯
で
し
た
。
久
し

振
り
の
菰
野
町
巡
り
の
一
日
で
あ
り

ま
し
た
が
楽
し
く
有
意
義
な
一
日
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

来
年
度
も
楽
し
み
に
し
た
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
是
非
参
加
下
さ
い
。 

 

定
期
総
会
開
催 

 

    

 

 

 
 

平
成
三
十
年
の
春
54

年
の
長
い
歴 

史
あ
る
三
重
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
連
盟
を 

解
散
い
た
し
ま
し
た
。 

会
社
企
業
を
中
心
と
し
た
加
盟
登
録 

チ
ー
ム
が
十
年
前
ご
ろ
か
ら
減
少
し 

昨
年
は
昭
和
四
日
市
石
油
、
Ｊ
Ｓ
Ｒ
、

鈴
鹿
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
の
３
チ
ー
ム 

と
な
り
ま
し
た
。 

多
く
の
鵜
の
森
会
員
の
選
手
に
は
大 

変
な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

東
京
を
は
じ
め
東
海
三
県
の
チ
ー
ム 

も
同
様
に
解
散
、
終
焉
を
迎
え
ま 

し
た
。 

こ
れ
ら
は
企
業
の
採
用
が
全
国
的
に 

少
な
く
な
り
選
手
が
集
ま
ら
な
く
な 

り
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
宣
伝
効
果 

が
薄
れ
て
き
た
こ
と
で
す
。 

私
は
平
成
二
十
二
年
か
ら
故
岩
名
秀 

樹
会
長
の
後
任
で
会
長
職
を
引
き
受 

ま
し
た
が
誠
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

高
齢
に
な
る
と
昔
の
こ
と
が
ま
す
ま 

す
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

私
が
昭
和
三
十
五
年
二
十
歳
の
時
、 

石
原
産
業
、
昭
和
四
日
市
石
油
、
近 

江
絹
糸
そ
し
て
、
私
、
富
士
電
機
の 

代
表
者
四
人
が
発
起
人
と
な
り
実
業 

団
連
盟
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。 

 

 

湯の山スポーツクラブ１番ホール 

 

アクアイグニスと３月開通の新名神高速道路 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
一
筋 

そ
の
後
、
東
芝
三
重
、
松
下
電
工
、 

味
の
素
東
海
、
三
菱
化
成
、
石
原
化 

工
建
設
、
日
本
鋼
管
津
な
ど
、
多
く 

の
チ
ー
ム
が
加
盟
し
ま
し
た
。
昭
和 

五
十
年
の
三
重
国
体
の
頃
は
男
子
一 

部
か
ら
四
部
制
で
24

チ
ー
ム
女 

子
も
4

チ
ー
ム
で
華
や
か
に
開 

会
式
も
行
い
ま
し
た
。 

三
重
国
体
で
は
日
本
鋼
管
津
が
多
く 

の
優
秀
選
手
を
集
め
優
勝
し
ま
し 

た
。
県
史
に
永
遠
残
る
こ
と
で
し 

ょ
う
。 

昭
和
四
十
四
年
の
日
本
リ
ー
グ
開
催 

に
は
四
日
市
緑
地
体
育
館
を
一
、
二 

階
席
満
員
の
三
千
三
百
人
入
場
し
て 

の
松
下
電
器
（
大
阪
）
対
日
本
鋼
管 

（
川
崎
）
日
本
一
の
対
戦
を
企
画
・ 

実
施
し
ま
し
た
。 

思
い
出
は
走
馬
燈
の
ご
と
く
過
ぎ
去 

り
ま
し
た
が
、
多
く
の
人
に
出
会
い 

助
け
ら
れ
私
の
宝
と
成
っ
て
お
り 

ま
す
。 

今
後
は
日
本
社
会
人
連
盟
（
ク
ラ
ブ 

チ
ー
ム
・
実
業
団
チ
ー
ム
・
学
生
連 

盟
チ
ー
ム
）
が
立
ち
上
が
り
ま
し 

た
。 

姪
っ
子
の
活
躍
と
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ 

ク
の
二
年
後
を
楽
し
み
に
元
気
に
生 

活
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
実
業
団
連 

盟
を
立
ち
上
げ
た
の
も
私
解
散
し
た 

の
も
私
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
一
筋 

の
人
生
で
し
た
。 

３４

年
卒 

 

市
川
雅
美 

 

（
前
・
県
実
業
団
バ
ス
ケ
ッ
ト 

連
盟
会
長
） 

 

 

 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で 

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
達
成 
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40

 
年
卒 

南
部 

 

修 

 

今
年
も
恒
例
行
事
の
工
場
見
学
会
に

参
加
し
ま
し
た
。 

九
月
十
二
日
、
行
先
は
名
古
屋
市
守
山

の
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
名
古
屋
工
場
、
一
昨

年
も
訪
問
し
た
が
、
出
席
者
全
員
の
好

評
を
得
た
の
で
再
度
の
見
学
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
も
往
路
の
バ
ス
の
中
か
ら

試
飲
の
話
で
盛
り
上
が
り
到
着
後
、
早

速
工
場
見
学
と
な
っ
た
。 

案
内
嬢
は
、
一
昨
年
と
同
じ
美
人
で
明

る
く
可
愛
い 

‘伊
藤
さ
ん
’
ラ
ッ
キ

ー
！ 

約
50

分
の
工
場
見
学
道
中
も

「
好
き
な
だ
け
飲
め
る
の
」
な
ど
の
会

話
で
笑
い
が
た
え
ず
、
ア
ッ
ト
言
う
間

の
ビ
ー
ル
製
造
工
程
見
学
だ
っ
た
。 

 

今
後
の
工
場
見
学
会
は
是
非
、
試
飲

会
社
も
ア
イ
テ
ム
一
つ
に
加
え
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
幹
事
さ
ん

ご
苦
労
様
で
し
た
。 

「
航
空
エ
リ
ア
」
は
日
本
の
戦
前
、
戦
中
、

物
の
乏
し
い
時
代
の
航
空
開
発
の
歴
史
解 

説
、
航
空
機
エ
ン
ジ
ン
の
展
示
物
を
見
て 

い
る
と
技
術
者
の
努
力
が
良
く
判
っ
た
。

２０

機
の
実
物
飛
行
機
展
示
、
開
発
の
解 

説
を
見
た
り
、
飛
行
操
縦
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ 

ー
の
操
作
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ 

っ
た
。 

「
宇
宙
エ
リ
ア
」
に
は
は
や
ぶ
さ
２
、
宇 

宙
実
験
塔
「
き
ぼ
う
」
内
部
模
型
、
Ｈ
２ 

ロ
ケ
ッ
ト
、
無
人
惑
星
探
査
車
の
展
示
が 

あ
り
宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き 

さ
に
ビ
ッ
ク
リ
。
こ
れ
か
ら
も
宇
宙
開
発 

の
技
術
で
夢
が
ど
ん
ど
ん
開
花
し
て
い
く 

の
か
な
と
思
っ
た
。 

機
械
科
を
卒
業
し
た
我
々
に
は
興
味
が
あ 

り
見
学
場
所
と
し
て
は
良
か
っ
た
の
で
は 

な
い
で
し
ょ
う
か 

 

★
問
合
せ
・
申
込
先 

最
寄
り
の
役
員
又
は
左
記
へ 

T
E
L
/F

A
X
 

（
０
５
９
）
３
９
４
・
１
７
７
１ 

水
越 

入
会
資
格 

機
械
科
卒
業
生 

会
費 

無
料
（
行
事
に
よ
り
臨
時

会
費
を
徴
収
し
ま

す
） 

 

一 

こ
こ
は
伊
勢
の
国 

四
日
市
の
街
か 

 
 

四
日
市
の
街
な
ら 

 
 

高
校
は
工
業 

二
、
工
業
高
校
の 

学
生
さ
ん
は 

 

度
胸
一
つ
の 

男
だ
て 

三
、
度
胸
一
つ
で 

戦
場
に
行
け
ば 

四
日
市
工
業
に 

敵
は
な
し 

四
、
我
ら
工
業
の 

快
男
児 

 
 

ど
ん
な
も
の
に
も 

 
 

恐
れ
は
せ
ぬ
ぞ 

五
、
ど
ん
な
も
の
に
も 

 
 

恐
れ
は
せ
ぬ
が 

 
 

可
愛
い
あ
の
娘
に
ゃ 

 
 

か
な
わ
せ
ぬ 

入
会
の
ご
案
内 

 

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
名
古
屋 

工
場
見
学
記 

 

館
内
は
人
類
が
ほ
ん
の
１
０
０
年
ち
ょ 

っ
と
前
に
や
っ
と
自
由
に
空
を
飛
ぶ
こ 

と
が
出
来
た
ば
か
り
で
、
そ
う
な
る
に 

は
世
界
中
の
多
く
の
人
々
の
夢
と
挑
戦 

多
く
の
失
敗
を
乗
り
越
え
る
努
力
と
知 

恵
、
技
術
の
発
展
で
現
在
の
よ
り
早
く 

よ
り
遠
く
、
よ
り
安
全
に
空
を
飛
び
、 

そ
し
て
宇
宙
へ
と
向
か
い
、
つ
い
に
世 

各
国
が
力
を
合
わ
せ
、
巨
大
な
宇
宙 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
誕
生
さ
せ
る
こ
と
に 

な
り
ま
し
た
。
人
類
の
夢
と
挑
戦
の 

歴
史
歴
史
を
実
機
と
パ
ネ
ル
解
説
を 

も
っ
て
展
示
し
て
お
り
「
航
空
エ 

リ
ア
」
「
宇
宙
エ
リ
ア
」
が
あ
り
ま
す
。 

 

 

 
 

平
成
31
年
度
行
事 

 

① 

定
期
総
会
（
椿
会
館
に

て
開
催
） 

四
月 

② 

本
部
定
期
総
会
に 

参
加 

五
月 

③ 

常
任
幹
事
会 

七
月 

④ 

幹
事
会 

九
月 

⑤ 

社
会
見
学
（
工
場
見
学

会
）
九
月
～
十
月
開
催

予
定 

⑥ 

母
校
四
工
祭
に
出
品
、

運
営
協
力 

十
月 

⑦ 

新
年
懇
親
会
（
鵜
森
神

社
）
一
月 

⑧ 

常
任
幹
事
会 

二
月 

次
回
総
会
の
ご
案
内

内 

 

2020

年
4

月
１１

日
（
土
） 

 
 

十
時
か
ら
開
催 

 
 

椿
神
社
に
て
御
祓
い
後
、
総
会 

場
所 

椿
会
館
（
鈴
鹿
市
山
本
町
） 

送
迎 

近
鉄
四
日
市
駅
西
口
よ
り 

送
迎
バ
ス
を
運
行 

一
月
二
六
日
（
土
）
に
新
年
懇
親
会
を 

開
催
し
ま
し
た
。
鵜
の
森
公
園
内
に
あ
り 

ま
す
浜
田
城
跡
の
鵜
森
神
社
に
集
合
、
初 

め
て
神
殿
に
入
ら
せ
て
頂
き
参
加
者
全
員 

で
参
拝
し
た
後
、
責
任
役
員
の
方
の
ご
配 

慮
で
、
社
務
所
に
上
が
ら
せ
て
頂
き
奉
献 

酒
で
直
会
を
し
な
が
ら
川
崎
先
生
の
新
年 

の
挨
拶
を
賜
り
ま
し
た
。 

 

懇
親
会
は
西
新
地
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ル
に
あ 

り
ま
す
ジ
ャ
ス
ミ
ン
に
移
動
し
て
会
食
、 

お
酒
を
呑
み
な
が
ら
談
笑
、
カ
ラ
オ
ケ
で 

三
時
間
ほ
ど
の
時
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

  

４２

 

年
卒 

二
井 

利
明 

 

午
前
中
に
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
名
古
屋

工
場
見
学
後
、
か
が
み
は
ら
航
空
宇

宙
博
物
館
へ
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動

、
バ
ス
内
は
ビ
ー
ル
工
場
で
の
試
飲

で
口
元
が
緩
み
会
話
が
弾
ん
で
賑
や

か
で
あ
っ
た
。 

博
物
館
は
岐
阜
県
各
務
原
市
に
あ
り

ま
す
。
「
各
務
原
」
の
読
み
方
は
難

し
い
で
す
ね
、
博
物
館
は
縦
横
高
さ

と
も
国
内
最
大
級
の
展
示
面
積
で 

９
，
４
０
０
平
米
で
す
。 

国
内
最
多
の
実
機
展
示
物
を
誇
る
日

本
を
代
表
す
る
航
空
と
宇
宙
の
専
門

博
物
館
で
す
。 

博
物
館
に
着
い
て
先
ず
は
広
場
で
実

機
展
示
の
飛
行
機
の
前
で
集
合
写
真

を
撮
り
ま
し
た
。 

 

 

続
い
て
楽
し
み
の
試
飲
会
、
ビ
ー
ル

は
ド
ラ
イ
、
生
、
黒
更
に
ソ
フ
ト
ド

リ
ン
ク
も
Ｏ
Ｋ
。
つ
ま
み
も
付
い
て

お
り
皆
、
全
種
類
を
試
飲
し
更
に
お

か
わ
り
す
る
ビ
ー
ル
愛
好
家
も
い
て 

案
内
嬢
と
一
緒
に
楽
し
く
美
味
し
い

飲
み
会
と
化
し
た
。 

 

岐
阜
か
が
み
は
ら
航
空 

宇
宙
博
物
館
見
学
記 

 

 

新
年
懇
親
会
開
催 

  

四 

工 

節 
 

（
野
球
の
応
援
で
歌
っ
た
） 


